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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 ＥＢＩＴＤＡ※ 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年８月期中間期 10,592 △13.1 570 △33.9 1,067 △12.9 594 △32.5 247 △67.6

2025年８月期中間期 12,189 44.8 862 6.0 1,225 13.3 880 3.8 766 27.2

（注）包括利益 2026年８月期中間期 274百万円 （△64.3％） 2025年８月期中間期 768百万円（27.8％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年８月期中間期 38.62 －

2025年８月期中間期 117.72 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年８月期中間期 28,326 12,666 44.7

2025年８月期 26,948 12,648 46.9

（参考）自己資本 2026年８月期中間期 12,666百万円 2025年８月期 12,648百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年８月期 － 0.00 － 40.00 40.00

2026年８月期 － 0.00

2026年８月期（予想） － 42.00 42.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 ＥＢＩＴＤＡ※ 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 23,600 2.4 900 △35.0 1,941 △9.5 890 △36.5 520 △43.3 80.99

１．2026年８月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年９月１日～2026年２月28日）

※ＥＢＩＴＤＡ＝営業利益＋減価償却費＋のれん償却額

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年８月期の連結業績予想（2025年９月１日～2026年８月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年８月期中間期 6,832,500株 2025年８月期 6,832,500株

②  期末自己株式数 2026年８月期中間期 411,736株 2025年８月期 411,736株

③  期中平均株式数（中間期） 2026年８月期中間期 6,420,764株 2025年８月期中間期 6,510,597株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：有

新規  35社  （社名）東北クリーンエネルギー02合同会社　他34社 除外  －社  （社名）－

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．経営成績等の概況　（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する

説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の状況

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、一部に足踏みが見られるものの、雇用・所得環境の改善や各種政

策の効果により、緩やかな回復基調で推移しました。一方で、海外における金融引き締めの継続や地政学的リス

クの高まり等を背景に、景気の先行きは不透明な状況が続いております。

　当中間連結会計期間の業績につきましては、金属加工事業においてデータセンター関連案件が好調に推移した

ほか、化成品事業では前連結会計年度に子会社化した大鳳株式会社及び株式会社泉製作所の業績が期首から寄与

いたしましたが、建設事業においては、大型案件が集中し工事が大幅に進展した前期の反動により、当中間連結

会計期間の売上高は10,592百万円（前年同中間期比13.1％減）、営業利益は570百万円（同33.9％減）、ＥＢＩ

ＴＤＡは1,067百万円（同12.9％減）、経常利益は594百万円（同32.5％減）、親会社株主に帰属する中間純利益

は247百万円（同67.6％減）となりました。

　なお、セグメント別の業績は次のとおりであります。

（金属加工事業）

　データセンター関連案件は好調に推移しましたが、太陽電池アレイ支持架台及び金属サンドイッチパネルが減

少し、売上高は3,843百万円（前年同中間期比9.1％減）、セグメント利益は245百万円（同66.8％減）となりま

した。なお、受注高は2,871百万円（同89.1％増）、受注残高は2,188百万円（同44.1％増）となりました。

（化成品事業）

　前連結会計年度においてＭ＆Ａにより子会社化した大鳳株式会社及び株式会社泉製作所の業績が期首から寄与

し、売上高は2,424百万円（前年同中間期比116.1％増）、セグメント利益は160百万円（同22.7％増）となりま

した。なお、受注高は2,466百万円（同845.7％増）、受注残高は320百万円（同22.8％増）となりました。

（建設事業）

　大型案件が集中し工事が大幅に進展した前期の反動により、売上高は1,669百万円（前年同中間期比57.8％

減）、セグメント利益は147百万円（同47.0％減）となりました。なお、受注高は1,821百万円（同12.6％減）、

受注残高は1,436百万円（同31.1％減）となりました。

（タイル事業）

　新商品及び自社湿式タイルのＰＲ活動に積極的に取り組みましたが、住宅需要が全国的に減少している影響を

受け、売上高は2,309百万円（前年同中間期比9.3％減）、セグメント利益は23百万円（同67.6％減）となりまし

た。なお、受注高は2,513百万円（同219.2％増）、受注残高は1,049百万円（同33.3％増）となりました。

（その他）

　売上高は334百万円（前年同中間期比0.3％増）、セグメント損失は121百万円（前年同中間期は63百万円のセ

グメント損失）となりました。また、受注高は335百万円（前年同中間期は22百万円）、受注残高は21百万円

（同5.7％減）となりました。

（注）セグメント利益又は損失の合計額と営業利益との差異113百万円は、主として各報告セグメントに配分して

いない全社収益及び全社費用であります。

（２）当中間期の財政状態の概況

（資産）

当中間連結会計期間末における流動資産は16,616百万円となり、前連結会計年度末に比べ784百万円増加いた

しました。これは主に現金及び預金が1,352百万円増加し、受取手形、売掛金及び契約資産が459百万円、商品及

び製品が273百万円それぞれ減少したことによるものであります。また、固定資産は11,709百万円となり、前連

結会計年度末に比べ593百万円増加いたしました。これは主に無形固定資産のその他が867百万円増加し、有形固

定資産が138百万円、のれんが143百万円それぞれ減少したことによるものであります。

この結果、総資産は、28,326百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,377百万円増加いたしました。

（負債）

当中間連結会計期間末における流動負債は10,338百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,722百万円増加い

たしました。これは主に支払手形及び買掛金が108百万円、短期借入金が2,050百万円それぞれ増加し、1年内返

済予定の長期借入金が192百万円、未払法人税等が280百万円減少したことによるものであります。固定負債は

5,320百万円となり、前連結会計年度末に比べ362百万円減少いたしました。これは主に長期借入金が427百万円

減少したことによるものであります。

この結果、負債合計は、15,659百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,359百万円増加いたしました。
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（純資産）

当中間連結会計期間末における純資産合計は12,666百万円となり、前連結会計年度末に比べ17百万円増加いた

しました。

この結果、自己資本比率は44.7％（前連結会計年度末は46.9％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2025年10月15日に公表の業績予想に変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年８月31日)

当中間連結会計期間
(2026年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,752 9,104

受取手形、売掛金及び契約資産 3,794 3,334

電子記録債権 1,169 1,193

商品及び製品 1,410 1,137

仕掛品 584 601

未成工事支出金 70 26

原材料及び貯蔵品 762 790

関係会社短期貸付金 130 210

その他 166 239

貸倒引当金 △9 △20

流動資産合計 15,832 16,616

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,538 2,477

機械装置及び運搬具（純額） 1,693 1,542

土地 3,025 3,095

リース資産（純額） 94 86

建設仮勘定 24 25

その他（純額） 95 105

有形固定資産合計 7,471 7,332

無形固定資産

のれん 2,059 1,915

その他 96 963

無形固定資産合計 2,155 2,879

投資その他の資産

投資有価証券 991 1,036

その他 512 505

貸倒引当金 △13 △44

投資その他の資産合計 1,489 1,497

固定資産合計 11,116 11,709

資産合計 26,948 28,326

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年８月31日)

当中間連結会計期間
(2026年２月28日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,106 1,214

工事未払金 159 123

短期借入金 4,150 6,200

１年内返済予定の長期借入金 1,093 901

未払法人税等 529 248

賞与引当金 165 177

その他 1,411 1,471

流動負債合計 8,615 10,338

固定負債

長期借入金 4,849 4,421

退職給付に係る負債 175 198

資産除去債務 308 307

その他 350 393

固定負債合計 5,683 5,320

負債合計 14,299 15,659

純資産の部

株主資本

資本金 1,190 1,190

資本剰余金 1,110 1,110

利益剰余金 10,672 10,664

自己株式 △345 △345

株主資本合計 12,629 12,620

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 18 45

その他の包括利益累計額合計 18 45

純資産合計 12,648 12,666

負債純資産合計 26,948 28,326
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（単位：百万円）

 前中間連結会計期間
(自　2024年９月１日
　至　2025年２月28日)

 当中間連結会計期間
(自　2025年９月１日
　至　2026年２月28日)

売上高 12,189 10,592

売上原価 9,344 7,720

売上総利益 2,844 2,872

販売費及び一般管理費 1,982 2,301

営業利益 862 570

営業外収益

受取利息 2 7

受取配当金 1 4

その他 49 68

営業外収益合計 52 80

営業外費用

支払利息 33 56

その他 1 0

営業外費用合計 35 56

経常利益 880 594

特別利益

固定資産売却益 1 1

補助金収入 184 －

特別利益合計 185 1

特別損失

固定資産除却損 0 0

その他 0 －

特別損失合計 0 0

税金等調整前中間純利益 1,066 595

法人税、住民税及び事業税 237 241

法人税等調整額 62 105

法人税等合計 299 347

中間純利益 766 247

非支配株主に帰属する中間純利益 － －

親会社株主に帰属する中間純利益 766 247

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：百万円）

 前中間連結会計期間
(自　2024年９月１日
　至　2025年２月28日)

 当中間連結会計期間
(自　2025年９月１日
　至　2026年２月28日)

中間純利益 766 247

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1 26

その他の包括利益合計 1 26

中間包括利益 768 274

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 768 274

非支配株主に係る中間包括利益 － －

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

 前中間連結会計期間
(自　2024年９月１日
　至　2025年２月28日)

 当中間連結会計期間
(自　2025年９月１日
　至　2026年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 1,066 595

減価償却費 307 354

のれん償却額 54 143

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 42

賞与引当金の増減額（△は減少） 18 12

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 3 23

受取利息及び受取配当金 △3 △12

補助金収入 △184 －

支払利息 33 56

固定資産売却損益（△は益） △1 △1

固定資産除却損 0 0

売上債権の増減額（△は増加） △926 438

棚卸資産の増減額（△は増加） 73 273

仕入債務の増減額（△は減少） 307 73

未払消費税等の増減額（△は減少） △9 △82

その他の流動負債の増減額（△は減少） △372 147

その他の固定負債の増減額（△は減少） △4 1

その他 216 △156

小計 576 1,909

利息及び配当金の受取額 3 10

補助金の受取額 184 －

利息の支払額 △34 △61

法人税等の支払額 △202 △502

営業活動によるキャッシュ・フロー 528 1,355

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） 237 △26

有形固定資産の取得による支出 △416 △328

有形固定資産の売却による収入 1 125

無形固定資産の取得による支出 △36 △884

投資有価証券の取得による支出 △432 △3

関係会社貸付けによる支出 － △80

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
△761 －

その他 △2 10

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,409 △1,188

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,495 2,050

長期借入れによる収入 43 －

長期借入金の返済による支出 △524 △619

自己株式の取得による支出 △141 －

リース債務の返済による支出 △10 △15

配当金の支払額 △229 △255

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,632 1,159

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 751 1,326

現金及び現金同等物の期首残高 5,524 7,060

現金及び現金同等物の中間期末残高 6,275 8,386

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（単位：百万円）

報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

中間連結

損益計算書

計上額

（注）３
金属加工

事業
化成品事業 建設事業 タイル事業 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 4,228 1,121 3,959 2,544 11,854 333 12,188 － 12,188

その他の収益（注）４ 0 － － － 0 － 0 － 0

外部顧客への売上高 4,229 1,121 3,959 2,544 11,855 333 12,189 － 12,189

セグメント間の内部売上高

又は振替高
866 0 － 0 867 6 873 △873 －

計 5,096 1,121 3,959 2,544 12,722 339 13,062 △873 12,189

セグメント利益又は損失（△） 741 130 278 73 1,224 △63 1,161 △298 862

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年９月１日  至　2025年２月28日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ものづくりＷＥＢサービ

ス、システム受託開発及び木材加工を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△298百万円は、セグメント間取引消去15百万円、子会社株式の取

得関連費用△４百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用△308百万円であります。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．その他の収益は「リース取引に関する会計基準」の範囲に含まれる取引であります。

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

「化成品事業」において、大鳳株式会社及びフォームテックス株式会社が連結子会社となったことに伴

い、当中間連結会計期間から連結の範囲に含めております。これにより、前連結会計年度の末日に比べ、

当中間連結会計期間の報告セグメントの資産の金額は、「化成品事業」において2,544百万円増加してお

ります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「化成品事業」において、大鳳株式会社及びフォームテックス株式会社が連結子会社となったことに

伴い、当中間連結会計期間から連結の範囲に含めております。当該事象によるのれんの増加額は、当中

間連結会計期間においては347百万円であります。

４．報告セグメントの変更等に関する事項

（報告セグメントの名称変更）

当中間連結会計期間より、大鳳株式会社及びフォームテックス株式会社が連結子会社となったことに

伴い、報告セグメントの名称を「ゴム加工事業」から「化成品事業」に変更しております。この変更が

セグメント情報に与える影響はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

中間連結

損益計算書

計上額

（注）３
金属加工

事業
化成品事業 建設事業 タイル事業 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 3,843 2,424 1,669 2,309 10,246 334 10,581 11 10,592

その他の収益（注）４ 0 － － － 0 － 0 － 0

外部顧客への売上高 3,843 2,424 1,669 2,309 10,246 334 10,581 11 10,592

セグメント間の内部売上高

又は振替高
123 0 － 0 124 3 127 △127 －

計 3,966 2,424 1,669 2,310 10,371 337 10,708 △116 10,592

セグメント利益又は損失（△） 245 160 147 23 578 △121 456 113 570

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年９月１日  至　2026年２月28日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、木材加工・販売、住宅設

備機器の企画・ＥＣ販売、ものづくりＷＥＢサービス、システム受託開発、太陽光発電事業を含んで

おります。

２．セグメント利益又は損失の調整額113百万円は、セグメント間取引消去26百万円、子会社出資金の取

得関連費用△０百万円、各報告セグメントに配分していない全社収益及び全社費用87百万円でありま

す。全社収益は主に各グループ会社からの経営管理料収入であり、全社費用は主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．その他の収益は「リース取引に関する会計基準」の範囲に含まれる取引であります。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（重要な後発事象の注記）

(取得による企業結合）

当社は、2026年４月14日開催の取締役会において、株式会社B SLASH HOLDINGSの全株式を取得し子会社化

すること（以下、「本株式取得」という。）について決議いたしました。なお、本株式取得により、株式会

社B SLASH HOLDINGSの完全子会社である株式会社ベルフラッツ、株式会社ビーズネクサス及び株式会社ビー

ズコンセプションは、当社の孫会社となります。

１．企業結合の概要

(1) 被取得企業の名称及び事業の内容

（子会社）

被取得企業の名称　株式会社B SLASH HOLDINGS

事業の内容　グループ会社の経営戦略の策定・指導・管理

（孫会社）

被取得企業の名称　株式会社ベルフラッツ

事業の内容　不動産分譲事業

（孫会社）

被取得企業の名称　株式会社ビーズネクサス

事業の内容　不動産のリノベーション事業

（孫会社）

被取得企業の名称　株式会社ビーズコンセプション

事業の内容　建築に関する企画、デザイン事業

(2) 企業結合を行う主な理由

2024年10月15日に公表した「第４次中期経営計画」に基づき、Ｍ＆Ａ投資を成長ドライバーとして位

置付け、グループビジョンである「『創る』力で未来に挑む企業グループ」を形成していくためであり

ます。

(3) 企業結合日

株式取得予定日　　　　2026年５月７日

みなし取得予定日　　　2026年５月31日

(4) 企業結合の法的形式

現金を対価とする株式の取得

(5) 結合後企業の名称

名称に変更はありません。

(6) 取得する議決権比率

取得前の議決権比率 －％

取得後の議決権比率 100％

２．発生するのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

現時点では確定しておりません。
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セグメントの名称

当中間連結会計期間
（自　2025年９月１日

至　2026年２月28日）

金額（百万円） 前年同期比（％）

金属加工事業 2,509 68.1

化成品事業 708 229.0

タイル事業 380 83.8

合計 3,599 80.9

セグメントの名称

当中間連結会計期間
（自　2025年９月１日

至　2026年２月28日）

受注高（百万円） 前年同期比（％） 受注残高（百万円） 前年同期比（％）

金属加工事業 2,871 189.1 2,188 144.1

化成品事業 2,466 945.7 320 122.8

建設事業 1,821 87.4 1,436 68.9

タイル事業 2,513 319.2 1,049 133.3

その他 335 － 21 94.3

合計 10,007 214.2 5,015 107.3

セグメントの名称

当中間連結会計期間
（自　2025年９月１日

至　2026年２月28日）

金額（百万円） 前年同期比（％）

金属加工事業 3,843 90.9

化成品事業 2,424 216.1

建設事業 1,669 42.2

タイル事業 2,309 90.7

その他 334 100.3

全社・消去 11 －

合計 10,592 86.9

相手先

前中間連結会計期間
（自  2024年９月１日

至  2025年２月29日）

当中間連結会計期間
（自  2025年９月１日

至  2026年２月28日）

 金額（百万円） 割合（％）  金額（百万円） 割合（％）

株式会社大林組 1,968 16.1 － －

３．補足情報

生産、受注及び販売の実績

①生産実績

　当中間連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

（注）１．金額は製造原価によっており、セグメント間の内部振替前の数値であります。

２．建設事業については、生産実績を定義することが困難であるため、生産実績を記載しておりません。

②受注実績

　当中間連結会計期間の受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

（注）セグメント間の取引については相殺消去しております。

③販売実績

　当中間連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

当中間連結会計期間の株式会社大林組については、当該割合が100分の10未満のため、記載を省略しており

ます。
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